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の
り
子
の
週
刊
日
誌
―
主
な
も
の
ー 

 
 

１０
月 

７
日 

市
駅
吉
宗
像
前
宣
伝
、
団
会
議
、
句
会 

 
 

 

８
日 

福
祉
大
会
、
河
西
後
援
会
宣
伝
行
動 

 
 

 

９
日 

休
み 

 
 

１
０
日 

河
西
地
域
訪
問
、
相
談
役
会
議 

 
 

１
１
日 

会
議
、
紀
の
川
改
修
総
会
、
県
社
保
部
会 

 
 

１
２
日 

母
連
懇
談
、 

 
 

１
３
日 

市
駅
無
料
生
活
相
談
、
団
会
議
、
庁
内
訪
問 

 

 

 

 

 

 

今
週
は
福
祉
環
境
委
員
会
で
紀
の
川

産
業
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て
の
質
疑
を

ご
紹
介
し
ま
す
。 

◆
質
問
・
奥
村 

２
０
１
０
年
の
１
０

月
に
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
で
粉

河
の
紀
ノ
川
産
業
を
県
が
告
発
し
た
件

に
つ
い
て
、
最
終
結
審
と
、
不
法
投
棄

の
分
は
、
国
交
省
が
行
政
代
執
行
し
た

が
、
そ
の
処
理
し
た
量
と
費
用
を
把
握

さ
れ
て
い
た
ら
報
告
願
い
た
い
。 

◆
県
答
弁
・ 

行
為
の
経
過
は
、
平
成
２

２
年
１
０
月
に
、
京
奈
和
自
動
車
道
の

予
定
地
に
業
者
が
不
法
投
棄
。
平
成
２

３
年
２
月
に
県
が
最
終
処
分
場
の
施
設

設
置
許
可
と
処
分
業
を
取
消
し
。
平
成

２
４
年
２
月
、
県
が
不
法
投
棄
の
撤
去

を
求
め
る
措
置
命
令
。
平
成
２
６
年
３

月
、
京
奈
和
道
路
用
地
の
中
の
部
分
に

つ
い
て
国
が
代
執
行
を
完
了
し
て
い

る
。
産
業
廃
棄
物
の
代
執
行
処
分
量
は
、

廃
棄
物
混
じ
り
の
土
砂
２
万
４
、
４
９

０
ト
ン
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
１
６
０

立
米
、
ガ
レ
キ
類
７
４
３
ト
ン
で
あ
る
。

費
用
は
国
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
１
０
億

７
１
７
３
万
５
０
０
０
円
で
あ
る
。 

◆
質
問
・
奥
村 

そ
の
廃
棄
物
は
、
安

定
型
の
廃
棄
物
以
外
の
も
の
は
な
か
っ

た
の
か
。 

◆
県
答
弁
・ 

総
体
と
し
て
安
定
型
産
業

廃
棄
物
と
聞
い
て
い
る
。 

◆
質
問
・
奥
村 

付
近
の
水
質
検
査

の
手
だ
て
は
何
か
あ
る
の
か
。 

◆
県
答
弁 

同
処
分
場
跡
地
の
水

は
、
浸
透
水
を
県
が
毎
月
水
質
検
査

を
行
な
い
、
周
辺
環
境
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
現
在

基
準
値
内
で
安
定
し
て
い
る
。 

◆
質
問
・
奥
村 

大
変
な
問
題
で
、

費
用
も
か
か
っ
て
い
る
。
紀
ノ
川
産

業
は
元
々
の
許
可
地
で
産
廃
処
理
し

た
が
、
そ
の
後
、
野
ざ
ら
し
状
態
で

あ
り
一
般
質
問
し
た
。
そ
こ
の
状
況

は
、
外
観
は
覆
土
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
の
か
。 

◆
県
答
弁 

 

覆
土
は
国
土
交
通
省

の
方
で
、
京
奈
和
自
動
車
道
の
工
事

に
伴
い
出
た
土
砂
を
使
用
し
て
行
わ

れ
た
。 

◆
質
問
・
奥
村 

県
と
し
て
は
、
費

用
負
担
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

か
。 

◆
県
答
弁
・
県
の
費
用
負
担
は
な
い
。 

◆
意
見
・
奥
村 

こ
れ
も
国
の
税
金

で
あ
り
、
こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
、
や
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
問
題
と
申
し
添
え
て
お

く
。（
詳
細
は
党
県
議
団
Ｈ
Ｐ
で
） 

 

７
月
に
開
か
れ
た
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
の
建
設
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
受
け

て
、
地
域
の
住
民
の
皆
様
な
ど
か
ら
提
出

さ
れ
た
意
見
書
が
６
月
議
会
の
厚
生
委
員

会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
説
明
会
は
、

紛
争
予
防
条
例
に
基
づ
き
開
か
れ
た
も
の

で
す
。
私
も
北
コ
ミ
セ
ン
の
説
明
会
に
参

加
し
ま
し
た
が
、
事
業
者
の
説
明
は
不
誠

実
な
も
の
で
し
た
。
説
明
会
で
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
事
業
者
の
説
明
が
長
く
続

き
、
住
民
の
質
問
時
間
が
ほ
と
ん
ど
設
定

さ
れ
ず
住
民
の
理
解
を
得
よ
う
と
し
て
い

る
と
は
、
到
底
思
え
ま
せ
ん
。 

 

委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
で
は
、

事
業
計
画
に
つ
い
て
、
必
要
な
基
礎
的
調

査
が
不
十
分
で
あ
る
事
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
防
災
科
学
技
術
研
究
所
の
地
滑
り

地
形
分
布
図
に
は
大
規
模
な
地
滑
り
傾
斜

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
事
業
計

画
書
で
は
地
形
・
地
質
に
関
す
る
資
料
と

し
て
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
調
査
結
果
の

一
部
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
は
具
体

的
な
調
査
デ
ー
タ
が
提
示
さ
れ
て
お

ら
ず
不
十
分
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
地
質
等
に
か
ぎ
ら
ず
、
地
震

や
地
下
水
、
湧
水
な
ど
の
調
査
に
つ

い
て
も
不
十
分
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
今
回
提
出
さ
れ
た
資
料
の

中
に
は
、
湧
水
に
つ
い
て
の
調
査
結

果
と
し
て
、
枯
渇
を
確
認
し
た
旨
の

事
業
者
か
ら
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
湧
水
の
調
査
は
、
当
該
地
区
の

地
下
水
の
流
れ
を
示
す
重
要
な
も
の

で
す
。
地
下
水
の
流
れ
に
よ
っ
て
は
、

当
該
施
設
か
ら
流
れ
出
し
た
汚
染
水

が
、
七
瀬
川
に
流
入
す
る
恐
れ
が
あ

る
た
め
、
和
歌
山
市
全
体
の
飲
み
水

な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
危
惧

さ
れ
る
た
め
重
要
な
要
素
で
す
。
こ

の
湧
水
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
方
々

の
調
査
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

事
業
者
は
否
定
し
て
い
ま
す
。
７
月

の
説
明
会
で
は
、
渇
水
期
も
含
め
湧

水
の
調
査
を
行
う
と
、
事
業
者
と
住

民
が
約
束
し
て
い
ま
し
た
。
渇
水
期

と
は
１
１
月
～
２
月
頃
の
時
期
を
指

し
ま
す
が
、
９
月
９
日
に
事
業
者
か

ら
湧
水
の
枯
渇
を
確
認
し
た
と
の
通

知
が
市
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
だ
け
を
見
て
も
、
事
業
者
の
不
誠

実
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

福祉環境委員会の

視察先でお話を聞

いています 

 

 

政
府
は
廃
炉
と
な
る
福
島
第
１
原
発
や
老
朽
の
原
発
廃
炉

費
用
を
国
民
に
負
担
さ
せ
る
方
向
で
経
産
省
は
９
月
２
７
日
、

有
識
者
の
初
会
合
を
開
き
ま
し
た
。
報
道
で
は
福
島
第
一
原
発

の
廃
炉
に
４
兆
円
、
賠
償
に
３
兆
円
、
今
後
原
発
の
廃
炉
費
用

が
足
り
な
く
な
る
と
し
て
１
、
３
兆
円
、
合
計
８
、
３
兆
円
で

す
。
し
か
し
、
原
発
の
廃
炉
費
用
は
公
式
な
試
算
は
な
く
、
福

島
第
一
だ
け
で
も
１
０
兆
円
超
と
の
説
も
あ
り
判
ら
な
い
の

が
実
情
。
東
電
は
こ
れ
ま
で
費
用
が
か
さ
み
原
発
を
保
有
す
る

電
力
会
社
が
積
み
立
て
て
い
る
廃
炉
費
用
も
不
足
す
る
見
込

み
に
な
り
国
へ
救
済
を
求
め
た
の
で
す
。 

金
額
は
す
べ
て
の
利
用
者
か
ら
月
額
数
十
円
か
ら
２
０
０

円
と
か
で
少
額
だ
が
、
費
用
が
足
り
な
く
な
れ
ば
法
改
正
で
な

ん
ぼ
で
も
上
積
み
で
き
ま
す
。
電
気
料
金
と
と
も
に
徴
収
し
、

電
力
自
由
化
で
原
発
に
頼
ら
ず
電
力
を
調
達
す
る
「
新
電
力
」

の
利
用
者
に
も
「
電
線
の
使
用
料
」
の
口
実
で
徴
収
。 

原
発
が
い
っ
た
ん
事
故
を
起
こ
せ
ば
地
域
と
住
民
の
生
活

を
脅
か
す
だ
け
で
な
く
、
除
染
や
賠
償
、
廃
炉
に
莫
大
な
費
用

が
か
か
り
「
原
発
は
安
い
と
い
う
の
は
ウ
ソ
」
の
証
明
で
す
。

世
耕
弘
成
経
産
相
は
「
最
終
は
私
が
判
断
す
る
」
と
し
て
年
内

に
ま
と
め
、
来
年
の
国
会
に
提
案
す
る
予
定
で
す
。 

 

記
録
的
な
猛
暑
の
夏
に
稼
働
し
た
原
発
は
３
基
だ
っ
た
が

電
力
の
安
定
供
給
の
目
安
と
さ
れ
る
９
７
％
を
超
え
た
日
は

ゼ
ロ
。
国
民
の
節
電
の
定
着
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
の
希
望
が
多
い

今
こ
そ
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
べ
き
で
す
。（
編
集
室
） 
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